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第 4 章では，相対論的な核子の交換過程から生じる軌道角運動量P状態の寄与を検討し， 100Mev 
以下では省略できることを示した。
第 5 章は総論で各章で得られた結果を総括したものである。
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論文の審査結果の要旨
重水減速型原子炉および核融合炉の設計のために必要な核データのうちで，中性子一重陽子散乱断
面積は最も重要なものの一つである。それにも拘らず\現在に至るまで蓄積されたデータだけでは実
用するための実験点の数が足りない。本論文は，そのような実験データの欠陥を補うために重陽子核
の構造を考慮に入れた新しい近似計算法を発案し，それを用いて中性子一重陽子散乱の微分断面積の
角度分布が精度よく計算できることを示している。
従来，単にいくつかのパラメータを含んだ実験式を用いて核データを整理しそれが利用されてきた
が，ここでは重陽子構造に基礎をおいた半解析的方法により，わづか 2 コのパラメータで，実験点を
つらねて全エネルギー領域に対する式を得ている。それらパラメータの物理的意味が明除である点も
この方法の実用上の利点、といえる。
これらの結果は，単に重陽子による散乱問題に原子核構造をとり入れることの重要性を強調しただ
けではなく，炉設計上必要なデータを作成する簡潔な方法を提唱するもので，原子力工学に貢献する
ところが大である。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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